
山
.

㌔

叫

ヾ

-

ヰ

小

+

｢

+

`

1

.1

少

1

1

･

叫

ソ

ト

佃

t

il

米

･

谷

隆

畢

界

展
.

望

制

度

法

学

の

展

開

日

次

一

は

し

が

き

-
1 国
掘

髄

謂

轟
h

酢
針
バ
那
郎

鮎
幣
附
酎
紆
如
け

離
即

断
ト

〓

樹

医

法

畢

の

生

成

-

賢
朴
削

郎
財

㌔
豊
芸
"

オ

ー

リ

子
の

燐

警
豊
富
⊥
ニ
ー

ノ

の

三
＼

樹

皮

法

畢

､
の

聾

展

-
甜

墓
雪
り

制

空
哲
畢
へ

"

ル

ナ

ー

ル

よ

り
ヂ
｡

ス

ヘ

↓
､

フ

ユ

ー

ル

の

批

四

部

定

法

畢

の

適

用

-
制
度
法
畢
の

賓
塩
法
へ

の

展
開
I-

窟

珪
･

行
政

法
･

国
際
法

･

刑
法

･

民
法

･

商
法

五

あ

と

が

き

ょ
詣
帽

娼
払
出
枇

量
ふ
雷
苧
警
世

界

苧
是
制

悪
霊
圭

一

は

し

が

き

こ

の

藤
堂
は

､

国
家

･

社
食

･

管
掌

上
の

大
問
題

を

包

赦
す
る

も
の

に
一

介
の

商

法
畢

徒
が

大

臆
に

も

偏
れ

る

の

で

あ

る

か

ら
､

近

時

亡
J

卿

流

行

語
を

借
用

す
れ

ぼ

相
首
心

臓
の

強
い

こ

と

を

も
の

し
て

ゐ

る

の

で
､

党
づ

以
つ

て

こ

の

こ

と

を

御
断
り

し
て

置
か

な

け
れ

ぼ

な

ら

な

狩

樹

医
法

寧
の
■
鹿

田



∵
礪

論

叢

第
一

春

草
五

兢

00

い

の

富
隻

警
､

併
∵

伊
･

ラ

テ

ン

星
成
し

っ

⊥

雪
制
度
理

論

つ

盲

夢
計

計

七

官
E

巨
且
は

世
の

法
律
学

雷
依
つ

鵡7

1

て

｢

契

約
.

よ

り

制
度
■へ

+

の

全
音

菓
灯

よ

つ

て

代

表

せ

ら

る

ゝ

に

は
+

最
早

､

徐
り
に

も

根
本
的
な

る

課
題
七

な

カ
つ

ゝ

あ
る

｡

星
｡
｡

は

｢

制
度
理

論
は

法

樺
背
恩

長
引
用
せ

ら

る

べ

き

槽
利

を
獲

得
し

ぎ
と

､

彼
の

仕
事
の

胃
頭
に

於
い

て

言
切
つ

て

居

る
(

佃

野
㍑
e

㍑

鴫
抑

0 良

好
馳

韻
那

帥

絹
代

語
幹
輯
〕

｡

然

斗

制
度
理

論
は

之

が

ト

ミ

ズ

ム

豊
息

識
的
に

そ
の

武
器

と

す

る

に

至

カ

た

る

限

斗

今
や

､

一

つ

の

社
食
曹
畢
へ

昇
格
し

､

又
､

一

つ

の

法
律
哲
撃
た

る

の

地

位
を

主

張

す
る

に

至
つ

た

も
の

と
云

ふ

も

最
早
遅
く
は

な

い

の

で

あ

る
｡

そ

れ

は
､

軍

容
る

法

律
社
食
畢

的

｢

理

論
+

で

は

な

く
､

そ

れ

ほ

既
セ

｢

制
度
法
拳
+

と

稀
呼

せ

ら

る

ゝ

に

催
す
る

も
の

な
の

で

あ

る
｡

由
ち

､

之

は

法
律
社
食
拳
的

･

形

而
上

畢
的
法
律
哲
畢

と

し
て

､

叉

ネ
オ

･

ト

ミ

ズ

1

的

新
自
然
法
の
∴

派
と

し
て

法
律
管
掌

に

そ

の

地

位
を
承

認
せ

ら

れ
な

け
れ

ぼ

な

ら
ぬ

も
の

と

私
は

考
へ

.
る

も
の

で

あ
る

｡

尤
も

､

之

は

今
猶
ほ

､

生
成

壷
展
の

過

程
に

在

斗

裾
つ

て
､

冒
蔦
葛

オ

の

許

す
る

が

如
く

､

｢

制
度
理

論
臥

未
だ

建
設
さ

れ
て

は

居

ら

ぬ
+

と
､

人

堅
茶

早
か

も

知
れ

な
い
(

報
叩

朗
粥

甜
､

㍗
甜
絹

縫
講
㌍
㍗

触
紺

増

頸
併
し

乍
ら

､

私
に

は
ア

リ

ス

†
テ

レ

ス

の

哲
畢
よ

カ

ニ
ス

の

社
食

曹
峯

を

経
て

､

之

が

ネ
オ

.

ト

ミ

ズ

ム

と

し
て

野
呂

･

み

や

冒
l

O
払

の

法

律
社
食
畢

的
曹
畢
に

よ

カ
て

再

生

し
1

そ
の

法

律
管
掌

と

し
て

の

意
義
を

立

派
に

腐
ら

し

た

も
の

と

考
へ

ら

れ
る

の

で

あ
る

｡

更
に

､

結
論
的
臆
測

を

許
さ

る

去
ら

ぼ
､

苅
門
ト

ミ

ス

去
正

系
は

､

正

に

ラ

ン

ス

テ

ィ

■
テ

…

ヨ

ナ

ヮ

ス

一

に

在
ら

ね

ぼ

な
ら
ぬ

の

で

あ

る
｡

ラ

ン

ス

テ

ィ

チ
エ

シ

ョ

ナ

ラ
ス

ト

こ

そ
､

ネ
オ

･

ト

ミ

ス

ト

そ
の

も
の

と

理

解
さ

れ

な

け

れ

ぼ

な

且
冨
㌻

は

明

白
に

訂

ふ

て

ゐ

る
｡

へ

誉
2 ･

…
5
m

草
J

…
訂
ゴ

…
.

-

香
芝
邑

真
胃
+

…
…

音
穿
き

宗
○

ヨ
…

買
P
｡

(

鰐
川

終
拒
朋

鮨
詣

‥

の
)

と
｡

私
は

こ

の

漂
層
が

初
期
に

於
い

て

我

が

畢

界
偲

紹
介
せ

ら

れ
つ

ゝ

あ

り

た

る

に

拘
は

ら

ず
､

そ
の

債
値
が

意
識
的
に

又

積

極
的

に

評
債
せ

ら

れ

な

か

つ

た

こ

と

を
不
田
心

議
に

思

ふ

も
の

で

あ

る
｡

牧
野

博
士

は

上

田

辰
之

助

博
士

の

下

L

へ

糸

車

f

キ

◆

.

L
r

■

し

†

.

i
r

1

ト

.

軒

一

々

ー

､

卜

吋

.
叫

+

▲



小

竹

沸

`
埠

寸

､々

小

+

.

て

+

▲

1

ギ

､

一

由

一

.

.

∃
済

､

叫

マ

ス

研

究
の

理

解
に

於
い

て

制
度
理

論
の

債
値

豊
息

識
せ

ら

れ

た

と
の

こ

と
で

あ

る

が
､

恐
ち

く
は

従
来

､

我
が

法
律
聾

者
に

ト

マ

. ス

が

フ

レ

ム

ド

で

あ
つ

た

が

た

め

で

接
あ

る

襲
い

か
｡

之

は
､

兎
に

角
､

私
は
こ

の

制
度
法
畢

は

少

く
と

も
+

今
や

､

法
律
哲
尊

乃
至

法
理

畢

に

於
い

て

斗

必

ず
や

一

編
一

■
葦
が

輿
へ

ら

れ
て

然
る
べ

き
で

あ
る

､

と

考
へ

る

も

の

で

あ
る

か

ら
､

こ

の

然
る

べ

き

を

紹
介
し

､

更
に

進
ん
で

私
の

大
隈
極
ま
る

野
心

を

も

二
貫
附

加
し
て

見
た

い

の

で

あ

る
｡

∴

御
度
法

尊
は

既
述
.
の

如
く
ト

ミ

ズ

ム

に

於
い

て
､

そ
の

現
代

的

意
義
を

獲
得
す
る

も
の

で

あ

る
｡

我

国
に

於
い

て

初
め
て

羅
田

徳
三

博

士

に

伐
つ

七

明

治
三

十
六

年
額
ト

マ

ス

の

思
想
が

受

け

入
れ

ら
れ

た

る

こ

と
は

周
知
の

こ

と
.
で

な

け
れ

ぽ

な

ら

ぬ
(

欝
輪
転

‥

削

監
軒
即
断

離

郷
い

譜
宗

六
)

｡

■
然
る

に
､

長

く

そ

の

偉
に

な
つ

て

ゐ

た

こ

の

思

想
が

､

党

年

率
帽

田

博
士

の

畢
溌
を

引
く

吉
H

(

辰
)

博

吉
七

㌣

マ

ス

の

社
食
思

想
が

徹
底
偶

に

周
明

せ

ら

れ
､

文

展

開
せ

ら
れ
つ

ゝ

あ

る

こ

と

も

人

の

知
る

所

で

あ

ら

う
(

聯

酢
鮎

蒜
謡
㌔
和

訳
秋
根

宗

槻

蒜
㌧

一

軌

臣
露

草
)

｡

併
し

乍
ら

､

之

等
は

ト

マ

ス

の

経

済
畢
的
方

面

の

解
明

で

あ

り
､

法
律
畢

的

方

面

に

重
鮎
を
置
い

て

ゐ
る

も
の

で

は

な

ぃ
｡

■
今

､

か

か
る

我

国
に

於
け
る

さ
､

ズ

ム

か

こ

つ

の

シ

ュ

ー

レ

と

す
る

芳
国

東
の

裡
に

私
は

寸

マ

ス

の

法

律
畢

的
方
面

を

代

表

す
る

制
度
法
畢
を

解
明

し

た

い

が

た

め
に

､

敢
て

本
論
叢
を

借
用

す
る

所
以

な
の

で

あ
る

｡

一

腰
､

こ

め

制
度
法
畢
の

源

泉
に

二

つ

あ
■
る

｡

[

烈
臨

(

H

創
+
別

封
引

到
巾

且

で

あ

り
､

コ
+
｢

は

n
∈

日

昌
H

日

日
戸
ロ
①
)

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

冒
n

寛
d

が
､

そ

の

小

菅

≡
ロ

邑
オ

ま
ー

○

ロ
､

許
戸

倉
冒

男
オ

d

ゴ
ロ
①

㌫
n
O

言
已
○

ロ

計
-

づ
一

合
0

岩
0

㌻
-

-

-

諾
00

の

第

〓
阜

を

哲
だ
Q

諾

d
①

-

ミ
ロ

F

ぎ
音

d
①

〓
n

賢
冒
已
O

n

と

表

題
し

､

之

を

←

ト
キ

召
O

b
】

か

巨
①

ぎ
d

邑
サ

ロ

邑

弓
e

ご

H

l
･

訂
ロ
○

昔
n

昏
○

邑
賢

き

巨
①

n

g
づ
m

吉

と

t
て

二

分
し

て

ゐ

る

こ

と
で

も

明

か

な
の

で

あ
る
バ

郎
ち

､

自
然

法

を
ト

ミ

ズ

ム

M

に

於
い

て

理

解
せ

ず
し

て

は
､

協
益

盲
制
度
に

於
い

て

理

解
肘

誓
い

の

で

雪
｡

又

協

管
主
ズ

ム

に

於
い

て

還
せ

ず
し
て

は
､

■

和

樹
旋
法
畢
.の

旗

国



+

し

橋

論

叢

藤
一

巻

第
五

淡

0 2

自
然
法

を

制
度
に

於
い

て

理

解
出

来
な

い

の

で

あ

る
｡

我

国
に

於
い

て

は
､

こ

の

二

つ

の

要

素
の

綜
合
的

解
明

は

未
だ

充

分
に

な
さ

れ
て

0 8

1

-7

ゐ

る

と

些
耳

へ

な
い

で

あ

ち
う

｡

然
し

､

前

者
は

田

中

耕
太

郎
博
士

の

｢

自
然
法
の

過

去
及

び

そ
の

現

代

的

意
義
+

(

卵

㌫
即

監
解
)

及

び

,

船
田

教

授
の

｢

聖

ト

マ

ス

の

自
然
法

論
の

史
的

研

究
+

(

即

題
諾

Ⅶ

針
媚
獅
五

)

等
に

依
り

知

る

こ

と

が

出

凍
や

う
｡

叉

後
者
は

上

田

博
士

の

諸
々

の

ト

マ

ス

研

究
よ

り

之

を

覗

く
こ

と

が

出

来
や

う

(

樹

讃
戯

)

｡

そ
こ

で

ト

ミ

ズ

ム

そ
の

も
の

に

は

私

は

立

入

ら

な
い

で

あ

ら
う

｡

又

生
の

材
料
で

尋
問
的
に

立

入

る

力

も
な
い

｡

我
国
に

於
い

て

初
め

て

｢

制
度
理

論
+

な

る

詩
語
が

規
は

れ
た

る

は

恐

ら

く
は

､

杉
山

直
治
郎
博
士

の

｢

附
合
契
約
の

観
念
に

裁
て
+

な

る

啓
蒙
的
な

仕
事
の

中
で

あ

ら

う

(

岩
場

表
謂
即
針

琶
由
雄

､

｢

制
度
+

な
る

言
葉
は

随
分

腹

慌
た

る

も
の

が

あ

る
｡

既
に

､

廣
濱
教

授
は

そ
の

｢

制

度
考
+

な
る

仕

事
の

中
で

制
度
と

云

ふ

日

本
語
の

有
つ

意
味

を

検
討
せ

ら
れ

､

又

之
が
･i

邑
-

旨

賢
n

と
の

交
渉
に

多
少

濁
れ

ら

れ
て

ゐ

る

(

即

諾
か

笥
背
叉

､

恒
藤
恭
氏
も

｢

制
度
の

本

質
に

つ

い

て
+

な

る

仕
事
の

中
で

(

宗
題
鮎
覧
絹
)

更
に

､

三

木

漁
民

も
｢

構
想
力

の

論
理
+

に

於
い

て

制
度
の

意
味

を
展

開
せ

ら

れ
て

ゐ

る
(

卵
醐

㌫
訳
監
憎

詔
)

じ

之

等
に

依
る

と

形

式
的

窒
息

義
を

有

.
つ

制
度
な

る

語
が

漸
次

､

資
質
的

･

社
食
的

･

規

茸
性

を

有
つ

有

機
的

･

機
能
的

存
在
と

理

解
さ

れ
て

釆
た
こ

と

を

示

し
て

ゐ

る
｡

牧

野

博
士

も

そ
の

制
度
理

論
に

関
す
る

啓
蒙
的

な

仕

事
の

中
で

｢

制
度
の

語
は

訂
≡
邑
｡

n

を

稲
澤
し

た

る

も
の

で

あ

る
｡

之

も

語
と

し

て

適
切

な

り

や
に

つ

い

て

は

疑
が

あ

る

が
､

.

憤
り

に
､

さ

う

し
て

置
き

た

い
+

と

云

は

れ

る
余

確
輩
駕

篭
憎

甥
併
し

乍
ら

､

之

は

日

本
語
の

｢

制
度
+

な

る

語
の

み

が

日

本

人
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葉
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熟
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邑
自
身
も

撃

鼓
宗

と

云

ふ

語
で

は

之

が

法

律
語
と

し
て

､

今
日

は

契
約
概

念
に

関
連
す
る

し
､

又

3
ヨ
m
亡

望
ま
か

と

云

ふ

語
で

は

共

有

財
産
と

云

ふ

法
律
概
念
が
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浮
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し
､

さ

れ
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と
て

責
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邑
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と

云

ふ

言
葉
で

は

人
の

制
度
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に

関
連
す
る
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そ
こ

で
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未
だ
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律
語
と

し
て

熟
せ

奉
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邑
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な

る

語
を
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ふ

る

所
以
が

あ
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す

る
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る
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れ
が

r

鞘
鴫
㌘

紳
叫
‥

東
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詣
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叩
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さ

う
だ

と

す
る

と
､

日

本
語
で

の

制
度
と

云

ふ

霞
も

首
ら

な
い

こ

と
は

あ
る

ま
い

｡

新
興
の

卑

語
に

は

却
つ

て
､

既

成
概
念
に

積

極
に

的

わ

ず
ら

は
さ

れ

な
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葉
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合
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と

云

ふ
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と
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で

あ
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右
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介
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岩
○
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叶
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岩
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を
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､
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度
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ら
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て
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岩
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に
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題
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で
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史
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る
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に
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､
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､
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代
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叉
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叉
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に
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あ
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又
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叉
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が
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同

時
代

に

制
度
捷
撃
を

以
つ

て

立

つ

て

ゐ
る

｡

殊

に
､

彼
の

巳
○
】

峯
コ

p

ヨ
e

ロ

ぎ

g

ぎ
ユ

已

等
)

首
班

p
}

-

望
p

は

そ
の

優
な
る

仕

事
で

あ
る

｡

而
か

も
､

こ

の

仕
事
に

は

可

成
ト

ミ

ス

ト

的
背
景
が

看
取

し

得
る

｡

叉

濁
逸

に

於
い

て

も

空
巧
打
①

〉

呂

ぢ
寛

の

如
き

も

制
度
論
者
に

入

れ

ら

れ
る

弔
詞
が
卜

閑

話
i

鑓

綜
小

郡
…

弘
一

娼
描
蛇
謂
㌔

品
･

)

｡

私
の

考
で

は
､

既
述
の

如
く
制
度
論
者
は

ト

ミ

ス

ト

に

於
い

て

正

系
で

な

け

れ

ぼ
な

ら
ぬ

｡

そ

こ

で
､

上

述
の

所
謂
制
度
論
者
の

中
で

ト

ミ

ス

ト

的

背
景
を

素
朴
的
に

で

も

有
つ

も
の

と

認
め

ら

れ
る

も
の

に

限

界
せ

ら

れ

な

け

れ

ぼ

な

ち
ぬ

｡

さ

う

す
る

と
､

私
に

は

素
朴
的

な

る

ト

ミ

ス

･
ト

と

し
て

巧

琶
ユ
O

f

R
O

m
竿

ロ
○

を

承

認
し

ネ
オ

･

ト

ミ

ス

ト

と

し
て

R

昌
牢
乎

せ
已

象

を

理

解
せ

ら

れ
る

か

ら
､

こ

の

四

人

を

主
と

し
て

問
題
と

す
る

こ

と

に

な
る

｡

党

づ
､

前
二

者
を

故
に

問
題
と
し

､

後
二

者
は

別
に

問
題

と

し
よ

う
｡

扱
て

∵
巧

ぎ
り

ざ
占

の

制
度
理

論
と

は

如
何
な

る

も
の

か
｡

由
来

､

彼
の

畢

詮
は

極
め

て
､

複
雑

･

多
岐
に

し
て

､

且
つ

漉
沌
と
.
し
て

､

そ
の

理

解
と

捕
捉
と

に

困
難
な

る

も
の

が

あ

る

の

は
､

銑
に

世
の

定

評
あ

る

所
で

あ

る
｡

こ

の

郵
は

､

飯
に

¢
①

ゴ

叫

が

二

十

年
も

前
に

批

評
し
■
て

巧

妙
な

る

も
の

が

参
る

(

m

譜
-

馳
州

弱
叩

鞘
閂

糟
｡

e
巾

蛇
韓
)

｡

冒
票
ち
e

叫

邑
も

日
昌
ユ
｡

仁

の

峯

籠
の

叙

述
に

手

を

付
け
て

､

克

づ

彼
の

思

想

警
J

解
が

困
難

寧
る

こ

と

を
述
べ

て

ゐ

る

(

鞘
粥

頸
㌔

然
ら

ば

如

何
に

し
て

彼
の

巷

説
及

び

思

想

の

複
雑
性
を

克
服

し

て

行
く
か

｡

そ

の

蒐

決
闘
題

は

珂

害
r
i

O

仁

に

ト

ミ

ス

ト

的
背
景
が

あ
る

か

香
か

の

解
決
で

あ
る

｡

蓋

し
､

彼
の

仕
事
で

は

明

白
に

ト

ミ

ズ

ム

を

榛
樺
し
て

ゐ

な

い

か

ら

で

あ
る

｡

然
る

に
､

R
①

n

胃
斗

は

巧
箪
ロ
ェ
○

仁

を

以
つ

て

法
律

曹
拳
に

於

け
る

ト

ミ

ズ

ム

復
興
の

先

駆
者
で

あ

る

と

云

ふ

の

で

あ

る
(

謂
説
か

叶

蛇
㍑

詣
m

鮎
㌔
紺

驚
.

)

｡

之
に

反

し
て

､

曾

茎
昏

の

如
き
は

宗
旨

盲
｡

見
F
｡

n
､

出

官

等
ヲ

的

東
灘

7 Ⅰ字
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J

巾

†

オ

■
}

叫

+

小

呵

+

ヰ

1

1

わ

H

叱

郎

し

.q

r

l

.

+
附

+
+
瑚

に

あ

る

も
の

と

も

解
繹
し
て

ゐ

る

の

で

あ
る
(

紺
粥
川

蕗
-

絹
張
㌶

議
紺
粥

の

紬
i

詳

細
咋

甜
小

.

婚

辞
㌔

娼
㌔
J

｡

J

昌
n
】

ロ

慧

に

云

は

し

む

れ

ぼ
､

日

昌
ユ
b
ロ

が

ト

マ

ス

哲
畢
を

意

識
的
に

採
用

し

た

も
の

と

は

息

は

れ
な

い

が
､

無
意
識
的

に

は

ト

マ

ス

哲
拳
が

伏
在
し
て

ゐ

る

と

云

ふ

て

ゐ

る

語
調
卜

甜
紬
謂

｡

絶
叫

絹
申
)

｡

更
に

出

面

宅

弓
邑

に

云

ほ

し

む

れ

ぼ
､

衰
し

守
邑
㌢
に

ト

ミ

ズ

ム

が

あ
る

主

し
て

も
､

そ

れ
は

純
粋
な

も
の

で

は

な
い

｡

文

官
口

琶
包

の

解
す
る

ほ

ど

然
か

ぐ
明

白
に

は

現
は

れ
て

は

居
ら
ぬ

｡

少

く
と

も
､

そ
の

慣

系
に

於
い

て

｢

主

観
の

優
越
+

を

斎
ら

し

む
る

備
に

は
ト

ミ

ズ

ム

は

存
在
し
て

ゐ

な
い

の

で

あ
る

(

鞘
絹
絹
g

｡

然
し

､

金

環
的
に

は

彼
の

哲
撃

は

恐

ら

く
は
ト

ミ

ズ

ム

で

あ

ら

う
｡

而

か

も
､

彼
の

道

徳
哲
畢
は

恐

ら

く
･は
ト
.ミ
ズ

ム

で

あ

ら

う
｡

然
し

彼
の

法
律
管
掌

に

至

. ､

つ

て

は

不

完
全

な
の

で

あ
■
る
(

紺

詔
川

溺
-

)
｡

そ

う

し
て

ロ
誌

名
①

笥
オ

は

｢

主

観
の

優
越

+

と

云

ふ

こ

と

は

常
に

苧
邑
｡

ロ

に

存
在
し

て

ゐ

る
｡

之
で

は

重

く
嘗
式
個
人

主

義
よ

り

硯

は

れ

た

も
の

で

哲
壷
e

岩
の

問
題

と

異
な

る

研
が

な

い

と

附
言
し
て

ゐ

る

熊
轄

･

)

■｡

然
し

､

何

れ
に

し
て

も

珂

昌
ユ
○

ロ

の

複
雑

､

多
岐
且
つ

混

沌
の

裡
に

素
朴
的

な

り

と
は

錐

も
ト

ミ

ズ

ム

が

存
在
し

て

ゐ

る

こ

と

は

承

認
さ

れ
る

｡

蜜
際

､

冒
r

弓
小

吉
は

生

活
の

規

茸
性

･

複
雑
性
を

徐
り
に

も

多
く
且
っ

強

く
感

じ

過

ぎ
る

聾

者
な
の

で

あ
る

｡

そ
の

た

め

に
､

そ

･

の

礪
創
力
に

拘
は

ら

ず
､

彼
の

思

想
は

混

練
し

､

雑
書
が

入
る

の

で

あ
る

｡

惟
ふ

に
､

彼
の

思

想

は

前
世

紀
末
に

於
け

る

彿
蘭
西
の

番
達

し

た

る

社
食
畢
の

影
響
の

下
に

在
り
た

る

こ

と
は

僅
か

で

あ
る

｡

而
か

も
､

彼
は

法
律
畢

考

殊
に

､

行
政

陰

尊

者
と

し
て

社
食
撃
と

法

律
畢

と
.
の

連
結
乃

至
綜
合
に

力

を

致
し

､

社
食
尊
の

成
果
に

依
つ

て
､

従
来
の

法

律
家
に

反

抗
せ

ん

と

し

た

こ

と

は

明

か

で

あ
る

｡

彼
は

､

+

方
､

･

或
は

由
0

壷
e

岩
に

波

を

聾
し

､

後

内

邑
､

叫

品
①
-

に

蓉
展
し

た

と

解
さ

れ
て

ゐ

る

意
思

理

論
に

､

他
方

､

或
は

Q
｡

邑
①

を
経

て
､

冒
村

訂

ぎ

冒
g

邑
に

費
展
し

た

と

解
さ

れ
て

ゐ
る

社
食
理

論
に

反

抗
せ

ん

と
企

園
し

た

こ

と

ほ

明

か

で

あ
る

､

(

碍
叩

廼
｡

｡
･

)

｡

宙

10 7

ほ
1

人

ほ

向
時
に

彼
に

行

政

法
の

藁
的

智
隷
が

究
､
入
主

と

な
つ

て

居

る

こ

と

は

窒
息

し

霞
れ
ぼ
■

警
ぬ

預
粥

襲
)

｡

如

制

定

法

畢
の

展

詞
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一

掃
′

爵
･･
翼

第
一

巻

隼
五

坂

扱
て

､

勧
度
理

論
が

そ

の

彼
の

思

想
の

複
難
性
に

拘
は

ら

す
､

相

首
集
成
さ

れ

要

約
さ

れ
た

り

と

考
へ

ら

れ
る
■
も
の

は
■

曹
声
ユ
O

G
-

F
p

旨
か

○

已
〇

. d
{

こ

ぎ
邑
ぎ

ぎ
ロ

①
ナ

計
-

p

一

言
争
已
｡

n
-

-

琵
か

で

あ
る

｡

之

に

依
つ

て

そ

の

理

論
を

摘
要

し

て

見
よ

う
｡

｢

+

づ

の

制
度
と

は

社
食
的

環
境
の

中
に

法
律
的
に

茸
現
さ

れ
､

又

永
積
す
べ

き

仕
事
又

は

企
園
の

理

念
で

あ

る
｡

■
斯
く
で

▼■､

.
一

∴

方
､

こ

の

理

念
■の

茸
現
の

た

め

に
､

権
力
が

組
織
さ
.
れ

､

■
■
機
関
を

密
ら

す
の

で

あ
る

｡

他
方

､

こ

の

理

念
の

資
硯
の

た

め
忙

､

.
■
利

害
開

係
あ
る

虹

禽
的

結

合
の

各
点
の

中
に

権
力

を

有
つ

横
闊
に

訂

力

統
制
さ

れ
文

事

按
に

依
つ

て

規
整
付
け
ら

れ

た

る

協
和
の

表
示

を

薗
ら

す
も
の

で

あ

る
し

(

絹
鴨
訂

j
)

｡

彼
は

か

く
七

制
度
に

二

つ

の

型

が

あ
る

と

す
る

｡

一

つ

は
､

.

畠
(

F

邑
言
串
O

n
m

p

巧
琶
n

g
ひ

○

ロ

F
苦
言

小

○

ロ
払

Q

卑
官

邑
-

言
且

､

】

+

司
岬

判
明
判
周

(

i

邑
ぎ
告
口

害
F
O

琶
且

で

あ
る

と

す
る

｡

而
し

て
､

彼

堅
剛

者
に

裁
て

の

み

蕾
展
せ

し

め
て

ー

白
く
｢

人

的
又

は

敵

国
制

度
の

要
素
は

次
の

三
つ

あ
る

｡

M
社

食
的

結

合
の

中
に

於
い

て

軍
規

す
べ

き

仕
事
の

理

念
(

-

ま
紆

計
-

-

芭

ヨ
ヱ

､

拘
こ
■
の

理

念
の
■

茸
硯
の

た

め
に

､

･
そ
の

理

念
に

奉
仕
す
る

組
織
さ

れ

た
る

椎
力

(

-

0

官
雪
○

訂

｡

蒜
p

n
i

臥
)

､

向
こ

の

理

念
及

び

理

念
の

茸
現
に

閲
し

結

合
の

中
に

生
サ
る

協
和
の

表

示

(
-

e

岩
邑

-

邑
邑
｡

ロ

…
…
旨
2

邑
｡

ロ
)

之
で

あ
る
+

(

悶
i

琶
要

す
る

に
､

彼

時
全
て

の

制
度
の

最

も
重
要
な

る

要

素
は

社
食
的
結

合
の

中
に

､

又

そ

の

園

環
の

中
に

在
る

そ
の

利
益
の

た

め
に

茸
現

す
べ

き

仕

事
の

垣
念
で

あ

る

と

す

る
｡

そ

う

し
て

彼
は

こ

の

三
つ

の

要

素
を

具

鰹
的

に

且
つ

法
律
的
に

畠
田
せ

し

め
､

∵

更
に

､

制
度
の

内

面

此
.

(

㌢
丈
甘

】

邑
邑

-

g
)

を

取

扱
ひ

､

之

を

此
倍
化

曾
宣

1

p
｡

冒

甘
ロ
)

と

人

格
此

(

勺

胃

琶

邑
訂

邑
｡

ロ
)

と
ゐ

二

段
階
に

展
開
せ

し

め

(

糟
紆
)

､

繭
者
共
に

敢
倉
的
堤
頓
に

於

軌
る

客
観
的
理

念
の

資
現

を

強

く
保
註
す
る

｡

前
者
は

制
度
の

指

導
理

念
に

と
つ

て

客
観
的
持
績
性
を

賓
現

心
､

後
者
は

主

観
的
持
繚
性

を
葦
現

す
る

確
紆
)

㌣
斯
く
て

､

彼
は

制

度
の

生

理

論
に

及

び

そ
の

出
生

､

生

活
､

及

畔
死
亡

に

於
い

七
重
て

法
的
な
る

と
…
と

を

論
ず
る
､ ｡

(

熊

賠
･

)

結

静
に

於
い

て

制
度
の

茸
在
性
を

明
か

に

し
1

抜

鰹
系
に

於
け
る

牲
規
わ

地

位
に

及
び

+

制
度
ほ

そ

の

行
動
と

特
技
に

於
い

て

7 Ⅰ4

し

.一

叫

ゝ

ト

ト

←

叫

･

ゝ

l
√

.

郎

ト

†

.

ド

レ

Y

+

レ

←

鵠

一一

し
l

汀
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十

淋

岬

･

1

-

ヰ

｡

.

1

一

＋

り

→

.叶

.

り

≠

V

し

.

｢
〝

■

∃

之
む
同

時
に

硯

は

す
が

故
に

､

第
一

位
に

立

ち

こ

法

規
は

持
積
性

を

有
す
る

も

行
動
を

有
せ

ざ

る

が

故
に

第
二

位
に

在
る

と

す
る

｡

■

斯

く
て

､

法
鰻

系
に

於
け
る

眞
の

客
観
的

要

素
は

制
度
で

あ

斗

そ

れ
が

指

導
理

念
と

組
織
さ

れ

狩
る

権
力
と

に

依
り

法
規
よ

カ

上

位
の

法

∵

窟
値

老
つ

の

言
る

｡

故
に

∵

固
仇

卦
規

産
る

の

で

法

規
が

制
度

露
る

の

で
は

ほ
じ

要

す
る

に
､

理

念
と

そ

提
禽

蛋

清
原

理
に

し
て

､

∵

そ
こ

に

個
人
の

生

命
よ

り
は

異
な

る

生

命
が

輿
へ

ら

れ
る

と

す
る

の

で

あ

る

(

憎
㌔

)

｡

冒
r

邑
○

百

の

制
度
理

論
に

関
し
て

の

摘
要
の

結
言
と

し
て

廿
①

ぷ

莞
叫

冒
オ

の

文

句

を

引
用

す
る

こ

と

は

債
値
の

あ
る

エ

と

と

息

は

れ
る

｡

臥

く
｢

苧
弓

ぎ
の

仕

事
を

ぼ

若
し

特

徴
付
け
る

必

要

が

あ

る

な

ら

ば
､

そ

れ

は

制

度
的

問
題
の

技
術
的
方

面

に

光

明

を

斎
ら

し

た

鮎
忙

彼
の

功
績

を
承

認
す
る

必
要

が

あ

阜
+

と

絹
切

粥
粥
紅

｡

或
は

然
ら

ぬ
｡

■

次
に

､

伊

太

利
の

ぎ
邑

智
ヨ

呂
｡

が

制
度
論
着
で

あ
る

こ

と

は

徐
カ
に

も
注
目

せ

ら

れ
て

居

ら

ぬ
｡

然
し

､

人

は

現

代
ナ

チ

ス

の

人

気
聾

者
た

る

Q

邑

警
F

邑
貢

が

き
①

H

賢
哲
乱

A

旨
n

み

霊

望
岩
F

訂
宅

訂
2
琶

邑
昆
｡

訂
口

冒
旨
琶
玩

こ
冨
丹

野

居

で

哲
萱
｡

葛

を

日

昌
計
ロ

と

共
に

引
用

し
て

ゐ

る

の

で

気

付
く
で

あ

ら

う
｡

哲
F

m

ぎ
ー

汲
の

云

ふ

所
の

牢
｡

ロ

官
訂
切

○

乙
n

計
明

答
口

官
n

は

茸
は

ぎ
m

冒
｡

の

マ
已
n

書
e

n

訂

警
監

i

…

な

の

で

あ
る

｡

･
こ

臥

○

邑
ロ
p

㌢
邑
｡

こ

そ

は

制
度
の

別

名
な
の

で

あ

る
｡

冒
m

冒
｡

が

彼

の

仕
事
を

亡
0

邑
旨
m
①

邑
口

氾

音
H

左
i

き
班

言
已

邑
各
莞
e

誉
こ
｡

冒
邑

小

①

小

.

昌
邑
①

ユ

邑
几

字
書
○

こ
望
叫

を

出

版

し

た

る

時
は

彼

は

未
だ

世
訂
p

大
聾

に

居
つ

た

時
の

こ

と
で

あ

る
｡

後
に

､

彼
は

羅
馬
大
勢

の

行
政

法
の

教
授
と

な

斗

又

行
政

裁
判
所
長

官

を

兼
ね
て

ゐ

る
｡

一

こ

の

仕
事
は

非
常
な

る

名
著
で

あ

る

が
､

日

昌
ユ
○

臼

の

哲
冒
阜

冒
-

○
払

に

於
け

る

が

如
き

後
楷
者
が

宜

倦
ん
な

い
･
の

で

あ

る
｡

尤
も

､

彼
の

子

息
は

二

人

と

も

私

法
聾

者
と

し
て

吋
訂
p

大
豊

に

在
つ

て

父

の

畢

詮

を

維
持
し
て

居
る

｡

而
し

て
､

少

く
と

も
伊

太

利

法

亡
J

畑

畢

に

荏
意
し

て

居
る

人

は

ぎ
宝
n
O

の
､

こ

の

仕
事
が

大
い

に

活
躍
し
て

居

る

こ

と

に

束
が

付
く
で

あ
ら

う
｡

私
は

そ

わ

例
と

し

て

私

∵

”

制

度
法

畢
の

展

開



〆レ

一

橋
､
論

章

啓
一

春

草
五

汲

伽

の

伊

太

利
に

於

望
友
人
で

あ
■
つ

芸
墓
者

､

而
か

も
､

二

十
七

警
云
ふ

若

左
で

牽
牛
死

各
行
つ

た

野
口

弓

賢

賢
H

旨

の

最
後
の

仕
事
で

纏
つ

た

空
山

警
各
点

】

d

遇
】

小

出

星
山

p

已
匂
○

琵
琶

貧
乏
く

○
)

-

¢

筐

を

奉
げ
さ

し
て

貰
ふ

｡

扱
て

､

】
･

首

邑
〇
一
l

と

全

然
別

個
に

制

度
を

創
始
し

た

所
の

R
O

m

呂
○

の

制
度
と

は

如
何

な

る

も
の

か
｡

そ

れ

は
､

次
の

如
く
要

約
出
奔

よ

う
｡

｢

制
度
(

を
誉
鞋
C

莞
)

の

概
念
は

そ

れ
が

一

つ

の

丹

部
的
構
造

､

即
ち

組
織
を

有
す
る

に

在
る

｡

､

こ

の

組
織
は

法
華
的
存
在
で

あ

る
｡

.

而

か

も
､

各
制

度
は

法
的

秩
序
饉
そ

れ

自
ら
で

あ
る

｡

従
つ

て
､

各
秩
序
鰭
は

制
度
で

あ

る
｡

(

名
n

T
ロ

邑
口

首
e

邑
○

仙

号
H

訂
訂
○

～

:
一

n
〉

誉
旦
討
度
と

法
的

秩
序

警
は

同
-

喋

夏
…
考
故
に

制
度
は

客

観
法

(

夏
…

b

萱
且
の

芸
旦

で

あ
る

(

糊

朗
粥

蛇
鞘

が
ー

)

｡

而

か

も
､

各
制
度
の

そ

れ

等
の

間
の

関
係
は

仝
で

二

つ

の

制

度
が

､

そ

れ

自
ら

他
の

制
度
に

或
は

低
次

に

存

在
し
て

ゐ
+

み
所
に

決

定
さ

れ

る
｡

而

か

も
､

各
秩
序
鰻
の

存
在

･

内

容
･

及
び

穀
力

は

他

竪
払

み

朴
身
払

札

卦
弥

払

掛
件

什
掛
む

れ

慰

こ

の
■
制
度
の

関
係
は

彼
の

庚
謂
高

椿
の

理

論
(

宕
○

旨
F

宣
-

p

邑
e

三
n

旨
g

首
-

已

宗
)

に

基

く
も
の

で

あ
る

｡

こ

の

理

論
は

次
の

如

く
分

解
さ

れ

る
｡

糾
一

つ

の

秩
序
鰻
は

そ

れ

が

包
括
的

な

る

他
の

秩
序
鱒
を

構
成
す
る

所
に

於
い

て

徒
屠
的
で

あ

る
｡

拘
綜
合
さ

れ

た

る

秩
序

鰻
は

他
の

秩
序

慣
に

封
し
て

南
提
的
で

あ

る
｡

何
二

つ

の

秩
序
慣
は

共

通
高
次
の

秩
序
的

に

濁
立

的
に

依

存
し
て

ゐ

る
｡

拘
而
か

も
固
有

の

内

容
及

び

効

力

に

於

い

て

従
属
的

で

あ
･
る

｡

何
斯
く
て

､

一

つ

の

秩
序
慣
は

最
後
の

､

最
高
の

秩
序

膿
ま

で

高
療
さ

れ

る

の

で

居
る
+

■

と
爪

紺
朗
Y
)

｡

斯
く

の

如

く
､

哲
2

芦
｡

は

望
r

邑
｡

コ

と

同
じ

く
祀
食
草
的
態
度
(

p

墨
じ

邑
莞

】

き

草

書
邑
｡

旦
を

採
つ

て

ゐ

る
｡

そ

ケ

し
て

､

赦
合
礎
(

竃
p
｡

琶

計
l

且

よ

り

法
･

制
度

･

秩
序
攫
を

引
出

し
､

そ

う

し
て

､

そ
の

所
に

展

開
さ

し

て

ゐ

る
(

群
p H

甜

粥
㌘

悶
-

㌔

野
望
n
｡

も

ぎ
邑
阜
と

同

様
に

､

意
識
的
で

は

な
い

が
､

多
分

や
ト

ミ

ズ

ム

臥

○

邑
.

芸
展

開
し

て

ゐ

る

こ

と

を
看
取
し

得

る
｡

殊

に

制
度
の

五

億
観
を

明
か

に

す

る

所
に
■

]

ぎ
ロ
ー

己

乙

の

制
度
理

論
に

先

駆
し

七
ゐ

る

や

う
に

私
に

は

息

は

れ

る
｡

殊

に
､

近

頃

R
e

+

7 Ⅰ8

軒

卜

搬

一
斗

ド

ナ

十
-

一

や

ト

+

朴

.

即

ト
■

≠

.

′

ド

ル

▼

ト

･囁
t
パ

.
1

そ
毒

針

l

J

一L J

夢
邑
こ

君
-V汗

吉

ぎ

′r

.



吋

ト

■浄

一
｢

す

.

り

1

叫

｡

一

り

}

V
.

し

.

∃

≡
乙

が

A
三
巳

畠
㌻

を

援
用

す
る

が

如
く

好
)

冒

胃
○

は
小

倉

邑
署

を

援
用

す
る

｡

そ

う

し
て

､

輯

呂
㌢
亡

と

同

じ

く
社
食
撃

と

法

律

畢

と

の

連
結

払

鞄
題

と

す
る

の

で

あ

る

が
､

同
時
に

､

耳

昌
旨
口

仁

と

異
な

り

牲
の

客
観
主
義
へ

の

徹
底
が

看
取
出

来
る

の

で

あ

る
｡

王

制

定

法

撃

の

螢

展

･

制
度
思

想
の

展
開
に

於
い

て
､

仮
令

､

そ

れ

が

素
朴
的

な

り
と

蛙

も
､

恐

ら

く
は

､

之

が

決
定

的

地

位
を

輿
へ

ら

れ

る

も
の

は

如
○
-

星
声
9

よ

り

も

日

昌
旨
ロ

ゴ

で

あ

ら

う
｡

蓋
し

､

後
者
に

は

美
は

し

く
も

封
e

ロ

罵
d

の

如
き

後
糖
者
が

硯

は

れ
､

又

ロ
①
l

O
班

の

如
き

協
力

者
が

現

は

れ

そ
■の

理

論
が

費
展
し

た

か

ら
で

あ
る

｡

扱
て

､

■

苧
㌢
○

ご

は

彼
の

制
度
な
る

も
の

ゝ

費
見
に

拘
は

ら

ず
､

千

丸
首
二

十
八

年
死
ん

で

行
つ

た
の

で

あ

る
｡

敦
に

､

野
口

胃
包

は

諌
姦
的
に

も
又

感

傷
的
に

も
､

身
ナ

ン

シ

ー

に

在
つ

て

直
接
師
匠
で

も
な

い

ツ

ー

ル

ー

ズ

の

q
芦

邑
○

亡

を

ば

寓
○

ロ

ヨ
已

ぎ
と

辞
し
て

硯

は

れ
､

巻
頭
に

へ

へ

A

-

2

2
空
萱
ロ
ー

岩

倉

民

芸
1

訂
①

叫

呂
ユ
○

弓

と
ヂ

デ

ィ

ケ

ィ

ト

し
て

制
度
理

論
を

世
の

問
題
た

ら

し

め

た
､

か

の

有

名
な
る

大
著

ど
つ
F
か

雫
石

.

計
-

〉

}

n

邑
冒
こ
ウ

n
)

廿

訂

琶
-

モ
○

ロ

ぎ
ー
(
}

瞥
の

首
･

i

已
(

ち
e

､

-

冨
○

を

公
に

し

た
の

で

あ
つ

た
｡

.
成
程

､

彼
は

事
賓

耳
≡
-

ユ
0
1
-

の

非
常
な
る

大
き

な

拳

闘
的
理

論
め

俸
溌
の

一

つ

の

楷
承

着
で

あ
つ

た
｡

即
ち

､

彼
は

崇
敬
す

る

師
匠
の

畢

統
を

堰

輯
し

､

叉

之

を

新
規
に

し

且
つ

自
ら
の

猫
創
を

加
工

し

た

の

で

あ
つ

た
｡

而
か

も
､

最
も

彼
に

於
い

て

剖
目

す
べ

き

こ

と

は
ト

ミ

ズ

ム

を

大
腰
に

横

棒
し

て

硯
は

れ

た
こ

と

で

あ
る

｡

こ

の

書
は

八

講
よ

り

成
り

､

外
に

四
つ

の

附
録
む

加
へ

て

ゐ

る
｡

R

昏
罵
包

の

思
想

も
亦

旬

昌
ユ
○

亡

と
は

異
な
つ

窒
息

昧
で

相

首
難
解
な

る

も
の

が

あ
る

と

せ

ら
れ

て

ゐ

る
｡

加
之

､

其
後
の

仕
事
で

､

そ
の

論
旨
は

絶
え

ず
動
括
し
又

欒
此

l

+

7

1 1

し
て

ゐ

争
り

で

あ

る
｡

事
賓

､

千

九
百

三

十
三

年
に

公

に

し

た

る

小

菅

≡

邑
ぎ
こ

昌
一
で

は

相

首
題
皇

つ

て

釆
た

｡

又

更
に

三

年
後
の

ロ

倒

産
法

寧
の

展

開



舟

一

橋

論

叢

革
一

巻

第
五

娩

出

千

丸
首

隻
十
五

年
の

冒

こ

ぎ

書
ぎ

≡

…
ロ

旦
｡

ロ

邑
曇
三

口

穿
き

森
野
鞄

韓
訣

詐
)

に

於
い

て

は

積
極
的

に

批
判
者
に

突
撃
し

て

ゐ

る
｡

千

九
百

三

十
年
の

大
著
で

望
刃

金
に

は

制
度
の

問
題
に

解

答
を
輿
へ

た
こ

と

町

な

つ

て

居
ら

な
か

つ

た
｡

全

巻
に

五
つ

て

制

度
と

は

何

l

か

と

云
へ

ぼ

晋
①

.
邑

-

①

邑
巾

を

取
扱
つ

て

ゐ

る
｡

併
し

乍
ら

､

一

句

旨
甘
に

於
.

い

て

制
度
が

一

つ

の

社
食
現

象
で

率
つ

た

も
の

が
､

打

昌
弓
包

に

於
い

て

ほ

同
じ

く
制
度
は

社
食
現

象
で

は

軋
を

が
､

自
然
駄
的

卜

客
観

法
的

な

法
を

生

成
し

､

叉

生

成
し

な

け
れ

ぼ

な

ら

ぬ

社
食
現

象
で

あ

る
｡

こ

こ

に
､

■

冒
n

邑
於
い

て

は

｢

白

球
均
の

嶺
掴
+

■
が

あ

る

の

で

あ

る

詩

㌔
｡

〕
｡

更
に

､

野
口

邑
に

於
い

て

は

制
度
は

茸
硯
軋

ら

る

べ

き

指

導
理

念
で

あ

る

と

す
る

こ

と

は

珂
p

邑
○

キ

と

同
様
で

あ
る

が
､

然
し

､

こ

の

理

念
は

協
釜
に
+

致
す
る

も

の

と

し

て

存
在

す
る

又

存
慈
し

な

け

れ

ぼ

な

ら
ぬ

｡

こ

の

協
益
は

法
の

目

的
で

あ

旦
､

且
つ

道

徳
の

目

的
で

あ

る
｡

斯
く
て

､

冒
ロ
p

且

に

於
い

て

望
息

識
的
に

ト

ミ

ズ

ム

が

進
出
す
る

｡

彼
の

新

鹿
理

論
は

臥
賂
払

と

掛
臥

､

而

か

も
h

､

い

卦

か

に

於
け
る

そ

れ

等
を

二

つ

の

支

柱
と

す
る

打

で

か

告
-

∴

何
分

､

こ

の

千

九
百

三

十
年
の

大

昔
は

評

判
通

斗

無
償
系
の

も
の

(

己

ロ
Ⅶ

呈
象
P

邑
賢
F
①

宅
再

訂
)

で

あ
る
､
か

ら
､

(

謂
悶

酢
紺

恥

描

粥
埠
ぢ
㍉

輯
-

柁
｡

鞘
粥
咤

が
)

私
に

は

手
に

あ

ま

る
■の
で

､

ぎ
已

5
管
呂
朗

に

要
約
せ

し

め
.
よ

う
(

指
…

㍑

那
珂
山

柁
配

緒
び

縄
張

‥

鍔
｡

■
即
ち

貞
の

郵
は

自
ら
め

使
､

命
を

訂
す

孟
律
家
は

警
篤
と

毘
成
し
て

は

雷
ぬ

｡

富

8
還
は

何
等
か

の

理

念
の

存

在
せ

ざ
る

法

は

な

く
､

又

正

義
の

感

情
な

き

法
は

な

い
｡

そ

う

し

て
､

正

義
は

交
換
正

義
と

配
分
正

義
が

階
序
付
け
ら

れ
､

組

織
化
さ

れ

雷
獣
園
の

内

部
に

硯

琵
る

｡

⑦
鮎

豊
義
ほ

法
の

妄
素
酷

遇

ぎ

ぬ
d

他
の

乳
卦

は

凱

私
(

誉
邑
蒜
)

で

雪
｡

そ
の

結
合

が

｢

累
進
的
内

容
の

自
然
■

法
+

二
言
d

邑

言
p
オ

弓
①

〓
言
｡

青
草

胃
｡

腎
9

邑
巾

)

に

よ

つ

て

働
く

相
羽

r

や
)

｡

而
か

も
､

こ

の

自
然

法
は

7 Ⅰ8

ト

ド

触

巾

■

+

F

r

▲

▼

ヰ

と

.

咋

ト

サ

.

■■

ド

ル

ふ
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叶
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｢

≠

V

ト

一

ノ

+
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+

一

首

′,

一

正

義
と

同

じ

芸
に

同

等
る

｡

⑳
の

鮎

突
堤
繹
せ

ん

と

イ
る

法

律
行

為
の
･
形

式
に

妨

冨
れ

ず
､

そ
の

卦
に

於
い

て

解
繹
す

る

と

同

時
に

掛

祭
於
い

て

讃
す

る

こ

と

基
求
す

る
9

鎗

倭
蒜
は

､

彼
の

背
景
た
る

ト

マ

ス

の

間

警
雪

｡

今
日

､

ト

マ

ス

は

註
解
者
に

依
り

種

竺
果
ハ

な
る

債
値

藍
皿
ハ

へ

ら

れ
て

ゐ

る

が
､

彼
は

紳
畢
に

於
い

て

之

を

解
せ

ず
､

理

性

而
か

も

経
験
に

出

費
す
る

理

性
で

解
す
る

｡

貞
の

鮎
は

､

契
約
よ

り

制
度
へ

の

す
べ

り

込
み

を

問
題
に

す
る

｡

尤
も

､

こ

の

著
書
は

附
録
の

外
に

､

制
度
的
現

象
と

私
法

1
家
族

及
び

結
婚
及
び

制
度
的

現

象

1
公

法

と

国
際
法
の

取
扱
が

あ
る

｡

又

望
絹

物
的
制

度
敢
て

2

を
間

撃
と

し
て

ゐ

な

代

l

野

呂
d

に

於
い

て

特
に

有

名
で

あ
つ

た

鮎
は

第
六

の

鮎
､

即
ち

､

契
約
と

制
度
と
の

関

係
で

あ

る
｡

彼
に

於
い

て

は
､

こ

の

二

つ

は

激

し

い

封
立

と

し

て

取

扱
は

れ

冤

彼
に

於
い

て

は

契
約
的
(

昌
ロ

ぎ
き
巴
)

と

云
ふ

こ

と
と

､

制
度
的
(

山

邑
F

邑
O

n

邑
)

と

云

ふ

こ

と

は

法
規

象
に

於

け
る

別
個
の

範
疇
で

あ

少
､

終
局
は

､

一

方
が

他
方
に

還
元
さ

れ

な

い

両

極
で

あ
る

が
､

而
か

も
､

彼
は

｢

契
約
よ

り

制
度
へ

の
､

こ

月
込

み
+

を

問
題
と

す
る

｡

更
に

､

而
か

も
､

妄
が

他
方
に

依
つ

て

相
補
は

れ
､

且
つ

不

足

量
の

■
劃

合
に

て

混

在

す
る

の

で

あ

る

奈

3
｡

一

+

剃

常
ま
専
L

暇
進
ん

で
､

冒
F

邑
｡

｡

の

制
度
の

三

要
素
の

展

開
を

R
¢

冒
包

に

於
い

て

之

を

見
や

う
｡

即
ち

｢

制

度
は

各

月
の

環
項
で

あ

わ
又

場
で

あ

ゃ
､

虜
に

信
凝
の

闇

頗
で

ぁ

る
｡

1

≡
袋

-
こ

こ

に

親
和

(

i

邑
m
ぎ

e

が

あ

る
｡

!

野
口

邑
は

ぎ
邑
○

亡

の

協
和
(

毒
ヨ
β

宇

旨
ヱ
･
の

概
念
を

曹
畢
的
と

云
ふ

よ

力

も

寧
ろ

倫
理

的

な

概
念
で

置
き

換
へ

る

の

で

あ
る

｡

-
こ

の

親
和
は

理

念
(
-

〉

芸
①
)

が

制

度
の

各

員
に

働
く
企
固
よ

り

結
果
す
る

｡

理

念
が

∵
定
の

人

間
的

環
境
に

根
差

す

限
り

組
織
此
さ

れ

る

こ

と

に

依
つ

て
一

つ

の

力
(

ゴ

ロ

p
O

喜
ヱ

を

昇
現

し
て

一

つ

の

制

度
と

な
る

｡

理

念
-
即
ち

目

的

-
そ

れ

が

代

表

す
る

も
の

は

協
益
(

穿
ロ

g
m

巨
ロ
)

で

あ

る
｡

制
度
的
力
に

113

給

費
る

権
威
(

A

曇
か
)

の

到

来
に

佳

品
和

が

賓
現

す
る
+

(

謂
指

串
蛇

･

紬
小

諸

ぎ
邑

は

何
ほ

冒

至
､

制
度
は

放

”

御
荘
法

革
の

展

開
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療
慣
系
め

警
あ

る
｡

■
そ

こ

に

ほ
､

制
度
的

権
力
の

下
に

在
る

法
律

億
系

苦
る

て
剃
皮
は

棟

圃
相

互

間

品
係

遠
戚
し

､

■
そ

れ

自
ら

わ7

の

内
部
生
活
を

有

す
る

｡

新
鹿
は

組
織
化
さ

れ
て

ゐ

る
､

之

を

組

織
億
と

云

ふ
､

潮

る

(
化

閃
い
ー

琶
｡

∴

権
威
の

庖
償
は

制
技
に

在
る

｡

権
威
的

構
造

を

失
ふ

制
度
は

直
ち
に

分

解
さ

れ
､

･
文

法

律
礁
系
は

解
治
す
る

の

で

あ
る
+

(

韓
鞋

)

?

私
は

難
解

趣
甥

激

し

と

云

は
る

る

官
づ

弓
仁

の

潮
度
理

論
を

更
に

角
度
を

攣
へ

て

記

述
. し

て

見
る

｡

そ

う

し
て

､

今

度
は

彼
の

千

丸
首

主
十
三

年
の

■
小

菅

F

ぎ
溝

貫
首

}

訂
き

倉
吉

昏
オ

包

ビ
n
凸

忌
日
｡

喜
エ
｡

n

計

-

ご

宮
守
e

琶
禿

邑

に

於

け
る

番
足
せ

る

考
を

参
酌
す
る

｡

こ

の

小
菅
と

前
の

大
著
と
の

問
に

は

冒
-

｡
研

の

制
度
観
に

影
響
せ

ら

れ

又

自
ら

の

思

想

も

進
展
し

て

ぁ
る

｡

殊

に
､

ト

ミ

ズ

ん

ほ

愈
々

寮
骨

に

清
躍
し

､

制
度
の

立

鰭
観
ほ

愈
々

明

か

に

な
つ

て

凍
る

｡

即
ち

｢

制

度
は

之

に

属
す

る

個
人

を

包

容
し
っ

ゝ

而

か

も

之

に

上

位
す
る

｡

･

制
度
に

於
い

て

個
人

と

杢

鰭
と

は

調
和

す
る

｡

制

度
に

於
い

て

特
殊

利
益
は

協
同

利
益

に

秩
序
付
け
ら

れ

る
｡

即
ち

､

個
人

の

利

益
は

全

慣
の

利
益

に
一

致

す
る
ゎ

こ

の

協
益

は

ト

マ

ス

の

ぎ
ー

…
ヨ

宣
弓

-

旨
｡

で

あ
る

｡

紳
は

全

て

普
遍
の

望

昌

で

あ
る

｡

普
遍
の

協
左

は

全

て

完
全

で

あ

る
｡

即
ち

､

紳
で

あ

る

巧
鞘
捕

謁
｡

む
｡

制
度
に

は

階
序
が

あ

る
｡

低
次
の

制
度
は

果
次

高
次
の

制
度
に

包

輌
さ

れ
つ

､

最

高
の

東
経
に

於
い

て

紳
の

統
制
に

在
る

人

類
垂

碍
の

普
遍
の

制
度
が

あ

る
｡

規
範
ほ

異
爽
程
の

制
度
に

應
七

て

累
進
す
る

｡

こ

こ

に
､

｢

累

進
駒

内
容
の

自
然

準
(

亡

干
告
｡
i

オ

邑
∃
已

㌢

g
n

訂
ロ
ロ

召
｡

笥

象
マ
が

存
在

す
る

｡

眉
間

葛
丁

斯
る

場
に

於
い

て

個
人

は

人

間
性
を

啓
現

し

制
度
の

職

員
と

し
て

行

動
し

､

而
か

も
､

制
度
の

目

的

に

従
つ

て

行
動
す
る

｡

廟

÷
､

個
人

は

最
高
の

制

度

纂
望
紳
の

最

高
の

日

周
に

制

約
さ

れ

る
+

(

絹

㌍
N
N

･

)

表
に

ぎ
監
に

於
い

て

は

｢

軽
食

表

そ

れ
は

殆
九

ぜ

協

蚕
の

別

名
で

ぁ

る
｡

社
食
正

義
は

自
然
法
周
ら

の

原
理
で

あ
る

｡

自
然
法

は

歴
史
的

環
境
に

於

い

て

結
合
さ

れ

た

る

正

蓑
で

あ
る

｡

自
然
法

は

環
境
よ

り
の

要

請
に

封
す
る

正

義
の

解
答
で

あ
る

｡

｢

累

進
的

内

容
の

自
然
法
+

は

制
度
の

上

に

流
れ

る
｡

之

が

虹

卜

触

す

ト

l
▲

■

ヰ

恥

t

巨
即

ト

せ

ト

ド

す

◆

専l

♯
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+
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∃
t
一

山

監
の

制
度
的

敵
念

そ

れ

自
ら

と

な

言
蘇
る
+

(

詳
)

｡

そ
う

し

て

野
口

賀
払

も

制

監
論
を

ば

法

線
暫
拳
へ

昇
格
せ

し

賢
の

で

あ
る

包

斯
べ
て

彼
は

千

九
百

三

十
年
切

大

著
の

軍

属
と

し

て

哲
畢

蔚
む

も
の

す
る

こ

と

む

約
束
し
て

ゐ
る
(

門

空
｡

私
は

以

上
で

哲
声

罵
包

の

制
度
理

論

を
極
備
に

要
約
し

て

而
か

も
､

私
の

理

解
に

於
い

て

之

を

描
き

出
し

た
｡

こ

こ

に
､

冒
2
弓

千
に

協
力

し
､

而
か

滝

野
n

賀
み

の

哲
畢

篇
の

費
表

を

待
た

ず
､

ト

ミ

ス

ト

と
し

て
､

制
度
理

論
を

哲
撃
付
け

た
る

は
､

ザ

ー

ル

大
拳
の

七
で

㌻
伍

で

あ
る

｡

苧
【

○
00

の

如
き

管
掌
的
素
餐
を

有
つ

協
力

者
が

硯

は

れ
た

る

こ

と

は
､

制
度
思

想
の

蓉
展
に

決
定

的

意
味

を

斎
ら

す
の

で

あ
つ

た
｡

蓋
し

制
度
理

論
は

制

度
法
撃
に

引
揚
げ
ら

れ

た

か

ら

で

あ

る
｡

A
岩
E

孟
00

d
e

吋
F
〓
○

琶
甘
F

訂

(

F

d

岩
言

①
オ

計

哲
2 .

〇
}

○

巴
①

+
一
l

忠

言
ロ
e

こ
器
-

誉

丁
的

は

｢

制

度
理

論
披
+

と

も
云

ふ

べ

き

特
輯
で

あ
る

が
､

そ
の

中
で

宮
訂

は

ど

旨
か

｡

ユ
の

倉

〓
→

互
丁

夏
-

｡

ロ

. と

超

し
､

大
力

作
を

も
の

し

七
ゐ

る
｡

彼
は

鹿
づ

自
ら
の

抱
負
を

述
べ

て

白

く
｢

現

賓
的
.
基

礎
の

上
に

打
ち

軽
て

ら

れ

た
る

制
､

定
理

論
た
る

よ

り

も
､

寧
ろ

法
の

制
度
理

論
に

ま
で

引
振

ら

れ

な
い

も
め

で

あ

ら

う
か

｡

.
法

律
+

般
論
に

塑

飲
怒
る

べ

く
､

そ
の

基

礎
を

簡

湾
ペ

く

孟
律
哲
蟄

の

｢

石

雷
た

め

に

そ

れ

自
ら

の

臥

理

の

名
に

於
い

て

望

孟
な
い

居
で

雲
う

か

轟
紆

む
｡

写
蒜

■
こ

の

仕
事
に

於
い

七
､

L
虜
初
は

主

と

し

て

制
度
理

論
を

頼
介
し

忽

が

ら
､

月
ら

之
に

修
正

を

加
へ

つ

1

而
か

も
､

最
後
に

自
ら
の

制
度
法

曹
畢
の

建
設
に

及
ん

で

ゐ

驚
■㍉

却
ち

､

第
一

の

鮎
は

制
度
の

現

賓
的
理

覿
と

し
て

の

意
義
を

述
べ

､

第
二

の

鮎
は

制
度
と

は

何
ん

で

あ
る

か

を

輯
p

弓

首
∵
辞

昏
少

邑

に

付
き

敵
明

し
､

第
三

の

鮎
は

制
度
理

論
と

法

人

格
の

問
題
の

解
決
を

論
じ

､

第
四
の

鮎
は

制
度
理

論
と

法

･の
一

般
理

論
を

詳
論
し

.て

ゐ
亀

｡

彼
■に

於
い

て

注
目

す
べ

き

は

最
後
の

鮎
で

あ

る
｡

■
こ

の

庭
で

官
n

罵
包

の

契
約
と

制

度
と
の

射
二
止

乃
至

移
行
の

問
題
せ

止

揚
し
て

､

法
の

制
度
的

概
念

に

於
い

て

制
度
は

単
に

契
約
の

封
娯
的
地

位
に

最
早
あ
る

の

で

は

な

く
､

そ

れ

自
ら

む
杢

〆

チ
.

計
括

㍗
㌢

㌃
約
自

㌢
計
㍗

㌢
㌃
㌢
㌃
㌢

㌢
附

計
い
十

臥
㌣
つ

㌢
針

の

組

攣

㌢
三

㌣
押

制

定
法

畢
の

展

開



一

橋

論

叢

庸
一

奄

第
五

兢

116

腎
ら

も

空
つ

名
念

恩
讐
濯
い

か
+

(

叩
i

紆
)

と
｡

女

ぎ
阜
簑
約

品
度
及
び

臨
の

三

つ

の

範
曝

書
つ

の

で

雪
が

､

7 2 2

｢

之
等
は

之
れ

茸
質
的

な
る

同
一

の

源
泉
を

表

示

す
る

■も
の

で

は

な
い

か
｡

+

｢

そ

れ

等
は

内
部
的
に

同
一

の

構
造
を

有
す
る

も
の

で

は

な

い

か
+

(

鞘

紆
)

､

と
｡

申
巴
｡

甲

は
一

式

ふ

の

で

あ
る

｡

又

彼
は

｢

契
約
の

事

績
の

中

に

二

つ

の

要

素
の

結
合
を

番
見
す
る

｡

二

つ

の

要

素
七

偲

･

理

念
の

優
越
自
ら

む

伴
ふ

所
の

意
思

と

壇
念
之
で

あ

る
｡

+

と

云

ふ
(

閃

㌔
)

｡

斯
く
て

､

彼
は

契
約
に

於
け
る

約
因
の

理

論
(

-

:
F
か
｡

計

計
】

p

O

呂
且
を
こ

の

間
題

の

解
決
に

斎
ら

す
の

で

あ
る
(

悶
…

幹
)
｡

更
に

､

進
ん

で

日

く
｢

契
約
概
念

竪
一

つ

の

意
思
間
に

於
け
る

平
衡

と

し
て

規

は

し
､

そ
心

以
上
の

も
の

で

は

な

い

と

云

ふ

こ

と
は

放
棄
さ

れ

な

け
れ
ぼ

な

ら
ぬ

｡

正

確
な

る

平

衡
を

為
す
も
の

は

契
約
者
の

意

思
で

は

な

く
+

卦
換
さ

増
給
付
で

雪
｡

亮
が
｡

)

又

日

く
｢

約
因
は

契
約
に

化
髄
し

て

ゐ

る
｡

1
約
因
は

契
約
に

そ
の

組
織
す
る

理

念

を

密
ら

す
｡

そ

れ

は

法
の

理

念
と

同
様
に

客
観
的
で

あ
る
+

{

報
い

む
｡

斯
く
て

､

彼
は

｢

契
約
自
ら

制
度
的
性
質
を

有
す
る

も
の

ゝ

優
な

る

畠
.

と

す
る

品
琶
毒
て

の

法

律
行
為
は

一

つ

の

計
の

周
囲

差
付

誓
関
係
で

雪
｡

契
約
に

於
い

て

約

冒
身
そ
の

中
に

完
全

寧
る

一

つ

の

慣
系
を

構
成
す

る
+

(

詳
㌔
｢

目

的

は

僅
か

に

法
の

全

開
係
の

基
礎
甘

あ

る
+

稽

琶
と

云
ふ

｡

更
に

制
度
に

於
け
る

一

社
食
草
と

法
律
管
掌

と
の

連
帯
を

問
題
に

し
(

昭
㌍
和

声
)

正

義

む

問
題
に

し
(

悶
】

許
)

｢

法
と

社
食
撃

と
の

結
合
は

正

義
の

理

念
計
ら
の

心

厳
に

内
接
し
て

ゐ

る
+

と

す
る

｡

｢

正

義
の

内

容
は

相
互

交
換
の

中
に

人

を

置
ぐ
+

と

云

ひ
､

ト

マ

･
ス

を

引
用
す
る
(

増
山

む
｡

｢

二
つ

の

主

餞
は

そ

の

目

的

に

伐
つ

で

関
係
付
け
ら
れ

､

又

こ

こ

に
､

そ
の

関
係
を

限

界
付
け
る

｡

更
に

そ
の

関
係
に

秩
序
の

原
理

な

潜
ら

す
｡

+

と

す
■
る

∵
正

義
の

支

配
･の

邑
牡

妄
執
的

軽
骨

秩
序
の

創
成
と

同

債
で

雪
+

(

閃

g
｡

｢

斯
の

如
き

秩
序

装
質
的
に

;
の

藍
晶
係

の

秩
序
で

あ
る

｡

そ

う

し
て

客

観
的
な

る

関
係
で

あ

る
｡

同
時
に

か
1

る

秩
序
は

個
人
に

内
在
し
て

ゐ
る
+

(

開
山

む
｡

｢

茸
定

法
は

正

義
の

､

こ

の

社
食
秩
序
の

表

現
で

あ
る

｡

又

そ

れ

は

規
範
的

表

魂
で

あ

る
｡

正

義
の

秩

序
は

正

に

融
合
的

秩
序
で

あ

る
+

弔
辞

㌔

仙

雪
白

し
て

日

軒

.
〔

れ

▲
r

〃

-

叫

卜

.

ド

ナ

恥

｢三
J
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く

｢

制
度
理

静
は

餞
系
で

は

な

い
｡

■
そ
れ

は

硯

茸
へ

の

出
来
る

丈
の

楷
應
性
を

有
す
る

一

つ

の

簡
問

で

あ

る
+

｢

そ
の

た

め

に
､

制
度
理

絵
は

駄
律
哲
畢
及
び

法

律
社
食
畢
の

費
展
に

殆
ん

ど

無
限
の

膵
雄
性
を

展

開
す
る

も
の

で

あ

き

預
㌔

斯
く
し
て

､

g
O
払

は

ト

ミ

ズ

ム

を

徹
底
せ

し

め
て

制
度
理

論
を

訂
β

邑
よ

り

も
兜

に

哲
n

邑
の

課
題
を

法
律
曹
拳
の

課
題
に

前
進
せ

し

め
て

了
つ

た
の

で

あ

る
｡

要

す
る

に
､

ロ
巴
○
払

も
｢

協
益

概
念
の

優
越
的

役
割
+

を

以
つ

て

契
約
よ

豊

最
を

放
逐
し

､

そ
こ

に

法
律
哲
畢
を

構
成
せ

ん

と
の

試
み

ノ

を
な

し

た
る

所
に
.､

そ

の

特

徴
を

見
出
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

既
達
の

如
く

､

野
口

胃
包

も
こ

の

H

亘
○
払

の

仕
事
に

敢
へ

ら

れ
､

例
の

千

丸

首

三

十
三

年
の

小

菅

=

邑
蔓
｡

ロ

以
雑

事
巴
｡
ロ

に

接
近

し

た
の

で

あ

る
｡

■
香

な
､

近
時
に

な
つ

て

野
口

邑
ほ

日

く
｢

申
巴
○
∽

は

駄

句

に

も

正

し

く
､

制
度
は

そ
の

法

的

秩
序
の

構
造
に

､

一

つ

の

修
正
の

形

に

於
い

て
､

⊥
つ

の

観
念
が

附
加
さ

る

べ

き

又

再

建
さ

る

べ

き

何
等
か

の

も
の

で

あ
る

､

と

観
察
し

た
｡

そ

れ
は

､

契
約
そ

れ

自
身
を

も

そ
の

形
に

従
属
せ

し

む
る

所
の

;
の

法

律
哲
畢
で

あ

る
｡

今

迄
保
持
し
て

居
た

制
度
理

論
よ

皇
芸
は
こ

の

暗
示

に

於
い

で

法
の

制
度
的

概
念
に

す
べ

り

込
ん

だ
一

そ

れ
こ

そ
ア

サ

ス

ト

テ

レ

ス

及

び

聖
ト

マ

ス

の

社
食
管
掌
の

法
律
的

解
繹
に

外
な

ら

ぬ
｡

+

と
(

紺
諸
相
如
紺

婚

皆
報
鎚

叩

り

緒
発
作

櫓
鵬

胃

以
上

で
､

私
は

制
度
理

論
乃
至

制
度
法

尊
の

蟄
展
の

叙
述
を

終
る

こ
･
と

に

す
る

?

然
し

→

拘
に

､

こ

の

制
度
理

論
乃
至

制
度
法

畢
に

就

.

い

て

先

年
釆

､

愈
々

各
国
に

於
い

て

注
目

さ

れ

て

釆
た
こ

と
は

首
然
な

こ

と
で

あ
る

｡

或
は

野
次
つ

て

｢

ギ
ル

ケ

理

論
に

カ

ト

サ

ッ

ク

の

若
君
せ

雷
じ

の

に

過

ぎ

な

ヒ

穿
恥

･

轄
)

と

云
ひ

､

或
は

｢

制
度

理
翰
は

繭
秘
的

容

態
で

不

必

慧
も

筈
あ
る

二
謂
弱

叩
､

対

韓
芦
)

と

云

ひ
､

或
は

｢

各
人

自
立
の

犠
牲

を
作
る
+

(

鞘
紺
i

叫
+

野
紳

嘩
)

｡

と

云
.

ひ
､

或
は
■
｢

制
度
理

論
は

祀

争
畢

的

理

論
に

過

軒

ぬ
■｡

+

(

柑

緒
㍉

甜
e

叩

指
鴫
M

㌍
絹
軽

と
云

ひ
､

或
ほ

賞
讃
し
て

｢

制
度
理

論
は

期
待

以
上
の

も
の

か

義
ら

す
｡

そ

れ

は

彿

蘭
西
法

律

11 7

哲

畢
の

莞
に

封
し

て
､

姓
大
且
つ

蛋
警
護

吾
あ

る
+

轟
叫

報
宗
琵
琶

と

云

ふ
｡

併
し

乍
ら
+

反

封

誓
と

錐

も

7 2 3

㈲

定
法

畢
の

展

開

■
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1 1 尽

こ

の

問
題
紅

瀾
常
の

債

値

是
認
す
る
(

琵
監
蛇

詑
叩

絹

琵
配

開
講

叫

語
韓
詐

鱈
詑
綺
㌦

弓
私

塩
代

漂

7 2 4

･

西
第

一

流
の

法
律
暫
聾
者

訂

冒
の

批
判
訂

以
つ

て

最
も
眞
創
に

し
て

且
つ

権
威
あ
る

批

判
の

も
の

と

認
め
る

か

ら
､

こ

こ

に

そ
の

勢

･

旨

を

じ
古
功

名
e

笥
邑

の

著
書
の

序
文
に

基
き

摘
出
し
て

見
よ

う
｡

日

く
｢

制
度
論
者
は

次
の

四

鮮
を

問
題
と

し
て

ゐ

る
｡

糾
全
て

の

故

を

契
約
に

基

礎
を

置
ぐ
意
思

理

論
た

る

主

観
主

義
に

封
す

る

反

抗
､

仰
法

人

擬
制
説
に

対
す
る

反

勢
､

何
法
の

静
的
な
る

概
念
に

封
す
る

反

抗
､

㈱
法
律
暫
拳
へ

の

新
し

き

基

礎
付
へ

の

試
み

之
で

あ

る
｡

第
一

の

鮎
で

制
度
理

論
の

大
な

る

役

割
を

述
べ

､

制
度
が

協
同

的
意
思

に

要

約
せ

ら

れ

る

と

し
､

■
そ
の

た

め

に

然
し

､

個
人

意
思

の

役
割

も
否

定

す

る

必

要

は

な

い
｡

第
二

の

郵
で

､

▲
抹
八

旗
御
詮
が

今
日

既
に

放

棄
さ

れ

て

ゐ

る

が

故
に

､

こ

の

理

論
は

特
に

法
人

論
の

論
争
に

役
割
が

大
な

少

と

些
茶

へ

ぬ
｡

第
三
の

薮
に

於
.い

て
､

制

度
に

は

動
的

要

素
が

あ

り

契
約
に

は

帝
的
要

素
が

あ

る

と

す
る

の

は

些
か

誇
張
が

あ
る

｡

契
約
も

そ

れ

自
ら

絶

封
的

な

不
動
性
が

あ

る

と

は

云
へ

ぬ
｡

尤

も
+

一

般
的
に

は

然
く
考
へ

ら

れ
て

ゐ

る

が
､

然
ら

ば
こ

の

理

論
の

導
入

は

意

義
が

あ

る
｡

第
四
の

卦
で

全

て

法
を

制
度
の

上
に

底
膚
せ

し

む

る

は

危
険
が

あ

る

と

す
る

｡

殊

に

論

者
が

制
度
と

協
釜

と
の

問
に

打

ち
槍

て

ん

と

欲

す
る

か

に

見
え

る

論
理

的
踊
備
に

就
い

て

の

詮

明

に

不
安
が

あ

る
｡

文

論
者
は

そ
の

二

つ

の

概
念
が

必

然
的
に

開
運
が

あ

る

こ

と

を

澄
明

す
る

必

要

が

あ

る
¢

自
分

に

放
い

て

は

そ
の

二

つ

は

毒
も
不

可

分
の

概
念
で

は

な
い
+

と

す
る

(

が
鴨
酌
艶

｡

更
に

日

く

｢

制
度
ほ

権
威

･

協
益

･

職
務
の

要

素
の

綜
合
を

有
す

る
｡

併

し

乍
ら

､

.
自
由
･

個
人

利
益
･

勝
利
の

要

素
を

有
し

な

い
｡

而
か

も
､

之

等
も

人

間
の

こ

と

を

考
慮
し
て

ゐ
る

こ

と
は

健
か

で

あ
る
+

と
｡

緒
言
し
て

日

く
｢

人

間
の

尊
厳
な

る

概
念
に

立

つ

人

間
的
な

人

を

限
■
中
に

置
き

､

乏
が

綜
合
も
放

く
ペ

か

ら

ざ

る

も
の

で

あ
る

｡

蓋

し
､

法
は

生

活
の

規
範
で

あ
る

｡

生

活
は

簡
層
な

る

何

等
か
の

要
素
に

於
い

て

解
決
出
凍
な

い
｡

如
何

町
も
て

､

そ

れ

は

茸
現

さ

れ

る

か
｡

そ

れ
は

法
律
哲
畢
の

課
題
で

め
る

｡

制
度
理

論
は

そ
の

順
應
性
と

そ
の

寛
大
健
と
の

た

め
に

､

僅
か

に

そ
の

解
決
を

助
け

る

こ

と

が

出

凍
よ

句
ヽ

㌔

1

柵

▲
【

l

-

▲
T

臥

.

が

-

寸

ト

J

ダ
ラ

亭
【

｢
鴬
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貰

箋
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一

-

㍉

一

⊥
I

一

す

り

†

ポ

ー

一

着

モ

.
一

斗

う
｡

然
し

そ

れ
自
ら

で

は

成
功
し

な
い

で

あ

ら

う
+

(

托
粋
)

と
｡

私
は

E

冒
の

論
評

里
讃
し

て

直

ち
に

､

之
こ

そ
.
制
度
理

論
乃
至
制
度
法

畢
を

承

認
せ

ぎ
る

も
の

ゝ

適

意
を
付
表
し

七
ゐ

を

む

の

と

息
つ

た
｡

然
り

､

人

格
の

尊
厳
を

教
へ

.
ら

れ

且
つ

個
人

主

義
的
思

想
の

洗
薩

峯
受

け
た
る

常
時
代
及

び

前
々

時
代
の

人
々

に

は
､

椿

威
の

方

面

よ

り

人

間
の

生

活
を

考
へ

せ

し

め

ら

る

ゝ

こ

と

は

無

理
な

証
文
で

あ

る

か

も
知
れ

な

い
｡

併
し

乍
ら

､

規

茸
の

人

間
の

生

活
は

飯
に

死
し

た

る

過
去
の

世

界
に

在
る

こ

と

は

許
容
さ

れ
な

い

と

云

ふ

こ

と

が

自
覚
さ

る

べ

き

で

は

あ

る

ま

い

か
｡

そ

こ

に

は

.｢
中
世
主

義

の

現

代

些
(

離
郷

譜
和

議
)

と
云

ふ

こ

と
が

到

率
す

る

こ
.
と

に

な
る

｡

制

壁
理

論
乃
至

制

度
法

華
の

生

成
及
び

号
の

攣
展
の

意

義
は

｡

｡

に

あ

る

の

で

は

あ

る

ま
い

か
｡

四

制

度

浅

草

の

通

用

制
度
理

論
乃
至

制
度
法

畢
は

既
に

早
く
も

､

公
･

私
儀
の

全

域
に

亘
つ

て

適
用
さ

れ
つ

ゝ

あ

る
｡

元

来
､

之

ほ

叫

賀
旨
｡

に

依
り

行

政

法
に

於
い

七

番
見
さ

れ

た

も
の

で

あ
一
る

か

ら
､

之
が

府
政

法
へ

の

適
用
ほ

嘗
然
で

あ

る
｡

然
し

､

今
は

憲
法

･

行
政

法
･

国

際
法

･

刑

法
･

民

法
･

商
法
の

各

賞
髄

法
に

適
用

さ

れ
つ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る
｡

先
づ

憲
法
に

於
い

て

注
目

さ

る

べ

き

は
､

究

に

簡
れ

た

る

が

如
く

猫
逸
に

於
い

て
､

哲
ヨ

旨
○

の

■
9
已

星
冒
邑
｡

g
i

邑
賢
｡

が
､

岩

邑
雷

弓
q

喜

に

依
り
千

九
百

二

十
三

年
I

n

賢
邑
農
罵

昌
許

な

る

語
に

よ

り

輸
入

さ

れ
､

○

邑

警
F

m

誉

に

俵

卑
■内

き
材

量
悪

夢
計

一

言
仙

嘗
各
村
e

ロ

の

思

想
に

硯

は

れ
､

今
日

､

ド

イ

ツ

的
･

ナ

チ

ス

的
に

宜
俸
せ

ら
れ

つ

1

あ

る

こ

と

で

あ

る
｡

行
政

法
に

於
い

て

埠
､

5

瑚

H
賢
一

ユ

昌
は

そ

の

上
に

傍
系
を

も
の

し
､

国

際
法
に

於
い

て

は

野
口

弓
包

が

制
度
硯

象
と

し
て

公

法

中
､

国

際
法

に

適
用

し
､

又

定
番

”

制

定
法

畢
の

展

開

･



】

.
橋

論

叢

弟
一

巻

第
五

兢

0

も
自
己
の

理

論
を

国

際
臨
に

展
開
せ

し

め
て

ゐ
る

｡

刑
法
に

於

い

て

は

牧

野
博
士

が

既
に

法
畢

志

林

に

於
い

て
､

ど
一

宏
0

ユ

‥
邑
貫

姐

ほ

7

昏
口

邑
訂

含
■
争
○
小

:
:
¢

争
｡
-

オ

息

邑
ふ
∈

邑
ロ

な

る

俳
文
の

仕

事
を

公

に

せ

ら

れ
て

ゐ

る
｡

又

近

時
礪
逸

に

於
小

て

警

官
F

笥

戸

恕
m

星
)

ユ

が

宅
急
e

ロ

琶
F

岩

戸

月
○

ロ
吋

邑
①
皿

○

邑
声

音

監
e

n
打
e

ロ

ぎ
m

菅

旨
｡
｡

ど

こ
器
ヾ

を

硯

は

し
､

刑

法
畢

界
に

問
題
成
さ

れ

て

ゐ

る
｡

民

法
に

於
い

て

は
､

所
有

権
論

･

法
人

論
･

及
び

身
分

法
に

そ

の

制
度
理

論
が

適
用
さ

れ
て

ゐ

る
｡

そ

の

中
で

注
召
さ

れ
て

然
る

べ

き

仕
事
は

所

有

樺
静
に

於

け
る

2
p

已
h

邑
阜

守
｡

g
m
e

計
-

P

勺
肖
H

曇

量
か

計
l

p

p

岩

音
監

､

-

冨
∽

文

法
人

論
に

於
け

る

〔

宏
･

m
①

n
¢

〉

官
軍
口

邑
㌫

巨
○

邑
①

e
オ

p

年
若
口

邑
㌫

首

監
首

l

①

こ
諾
㌢

更
に

､

身
分

法
に

於

け
る

申
①

ゴ

胃
き

早
口
(

替
F
¢

F

邑
冒

ぎ
ロ
ロ
①
-

-

①

ぎ
.

≡
昏
的
0

〉

≦
ニ
芝

邑
邑
邑

-

¢

こ
諾
-

で

あ

ら

う
｡

商
法
に

於

い

て

は

ぎ
i

-

-

邑
-

警
｡

㌫
宗

A
n
｡

n

ヨ
ロ
①

計

宮
ヒ

遥

早
-

器
比

が

株

式
食

紅
法
に

制
度
理

論
を

展
開
し
て

ゐ

る
｡

又

伊
太

利
に

於
い

て

制
度
思

想
を

私
に

暗
示

し

且
つ

啓
蒙
し

た
る

芳
憂

は

制
度
に

よ

カ

商
法
の

髄
系
付
を

試
み
て

ゐ
る

｡

即
ち

胃
○

笥

昌
-

冒
串

良

巴

書
記
○

包
-

空
ユ

苦

言
日
日
平
O

g
e

葛
H

-

ざ
ロ
ロ
○

-

謡
¢

!
-

器
O

n

各
0

戸

口
n

を
㌢
㌣

2

諾
p

こ
蓋
は

企
業
を

制
度
と

し
て

展
開
し
て

ゐ

る
■｡

拙
著

嘗
訂
m

倉

冒
訂

邑
-

m
⊆

品

慧
算
訂

こ
諾
ヾ

も
私
が

在
外

中
に

､

制
度
法

学
豊
息

識
的
に

通

用
し

た

る

も
の

む

出

告
発
き

{

訂

さ
①

野
の

ど

書
･

曾
旨
F

訂
･

N

昔
各
→

旨
】

畠
ひ

に

襲
表
し

之

を

改

版

し

た

る

も
の

で

あ

る
‥

上

述
は

､

制
度
理

論
乃
至

制
度
法

華
の

安
定

法
へ

の

適

用
の

中
､

主

な
る

も
の

を

代

表

的

に

例
示

し

た
に

過

ぎ

な

い

の

で

あ

る

か

ら
､

詳
細
は

別
稿
｢

制
度
法
畢
に

関
す
る

文

敵
+

を
一

党
せ

ら
れ

た
い

｡

侍
ほ

､

私
の

憶
測
に

依
る

こ

と

を

許
さ

る

れ

ぼ
､

制
度
法
畢

は

仝

法
律

償
系
に

於
い

て

展

開
が

可

能
で

あ

り
､

社

食
法

､

殊

に

労
働
故

に

於
い

て

も
そ
の

好

適
用

例
を

見
出
す
で

あ

ら

う
｡

吾
々

の

手

形

法
､

殊

に

有

償
諸

券
港
二

厳
に

於
い

て

も

之
が

徹

底
的
に

適
用
が

可

能

で

あ

カ
､

､

既
に

そ
の

試
み

は

苦
行
し

っ

ゝ

あ

る

の

で

あ

る
｡

L

■〓

恥

▲
,

ヰ

〃

-

す

ト

ド

†

≠
ぺ

ノ､
甘

本

申
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頼

れ
1

･ 山

一

可

叶

d

.

.ヰ

j

ト

一

斗

｢

■

∃

五

あ

と

が

き

･
私
は

紙
数
に

制
限
あ

カ
と

は

云

ふ

も
の

ゝ
､

飴
り
に

も

大
問
題

を

粗
雑
に

も
､

歴
縮
し

過

ぎ
て

ゐ

る
｡

殊
に

､

｢

四

制
度
法
畢
の

適

用
+

峠
簡
単
に

な
つ

た
｡

然
し

､

｢

畢

界
展

望
+

の

場
所
で

あ
る

か

ら

許
し
て

頂
き

た
い

｡

そ

こ

で
､

読
者
は

私
の

丁

度
二

年
前
の

仕

事

で

あ

る

｢

制
度
理

論
と

商
法
+

(

蒜
離
婚
師
弟

)

を

並

讃
さ

れ

る

こ

と

に

伐

夕

多
少

と

も
､

補
つ

て

貰
ひ

た

い
｡

轟
後
に

､

私
自
身
の

制
度
臥

畢
に

閲

す
る

大

腰
極
ま

る

次
の

放
言
む

許
さ

れ

た

い
｡

私
の

理

解
す
る

制
度
法

華
は

大
鰻

日
野

邑
○

∫

R
0

2

旨
○
-

封
e

星
阜
臼

告
m

に

掠
る

の

で

あ
る

が
､

そ
の

汝

泉
は

ト

ミ

ズ

ム

の

d
邑
○

の

展
開
に

在
る

｡

即
ち

､

こ

こ

に
､

自
然
法
と

協
釜
と

の

二

要

素
を

承

認
し

､

制
度
の

階
序
性
に

於
い

て

二

者
は

累
進
に

依
つ

て

合
一

■
す

る

と

考
へ

る
｡

又
､

制
度
の

構
造
性

時
制
度
哲
導

の

有
つ

一

つ

の

大
な

る

特
徴
に

し

て
､

そ

の

節
に

､

｢

思

惟
の

場
+

と

｢

法
の

場
+

と

｢

個
惜
と

垂

饉
と
の

融
合
の

せ
界
+

を
承

認
す
る

｡

場
の

な

豊
晶
と

個
別
と

は
､

価

久

に

連
結
し

な
い

の

で

あ
る

｡

斯
ぐ
て

､

私
の

理

解
す
る

制
度
の

構

造
ほ

最
高

･

最

虞
の

包
括
的
な

る

固
よ

り

遮
攻
小
に

し
て

遮
次

低
い

困
の

階
序
へ

と
ピ

ラ

ミ

ッ

ト

型

に

組

織
せ

ら

れ
､

而
か

も
制
度
の

協
益
に

向
つ

て

各

点
が

行
勤
し

､

之
が

よ

り

高
次
の

制
度
の

協
益
の

た

め
に

行
動
し

､

而
か

も
+

.
低

次
の

制
度
の

規
範
に

安
督
し

な
が

ら

行
動
し

､

よ

旦
向

次
の

規
範
に

方
向
付
け
ら

れ
な

が

ら
､

即
ち

所
謂
｢

累
進
的
内

容
の

自
然
法
+

に

安
常
付
け
ら

れ
な

が

ら

行
動
す
る

の

で

あ

卑
じ

こ

の

制

度
の

構
造
は

債

値
よ

り

見
れ

ぼ
ピ

ラ

ミ

ッ

ト

の

逆
立

で

あ

る
■｡

之
を

組
織
よ

月

見

れ

ぼ
､

理

念
･

権
威
及
び

協
和

を

要
素
と

す
る

正

三

角
型
で

あ

斗

乏
を

行
動
よ

り

見
れ

ぼ

そ
の

構
造
へ

の

附
合
で

あ

斗
斯
く
て

牲
行

l出

島
は

査
て

附
合
に

於
い

て

理

解
さ

れ
る

｡

要

す
る

に
､

組

織
と

し
て

見

準
る

制
度
(

i

邑
蔓
○

ロ
)

で

挙
る

も
の

が
､

行
為
と

し
て

見
た

る

7 2 7

倒

産
法

革
の

展

開



望専一l

一

橋

論

叢

第
一

巻

第
五

淡

階
合
(

邑
ぎ
巾

監
○

ヱ

に

於
ノ
い

て

理

解
さ

れ

る
｡

錦
絵

､

私
の

野
心

を
一

言
附
加
す
る

こ

と

を

許
さ

る

れ

ぼ
1

制
度
は

法
律
畢
の

分

野
に

展
開
せ

ら
る

る

の

み

な

ら
ず

､

滞
凍
せ

ん
と

す

る

社
食
科
畢
の

全

域
に

､

殊
に

経
静

畢
に

於
い

て

も

展
膵
さ

れ
る

も
の

で

あ

る
｡

そ

れ

は

米
国
に

於
け
る

H

邑
i

ぎ

㌢
ロ

已

官
爵
魚
戸

打
砕

拳
旗
の

如
き

似
而
非
な
る

も
の

で

ほ

な

く
､

ト

ミ

ズ

ム

に

於
い

て

展

開
さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

も
の

な
の

で

あ

る
｡

紗
与

､

之
は

制
度
社

食
畢
で

あ

タ
､

又

制

度
曹
蟄
で

あ

斗

更
に

ネ
オ
シ

ー
㌣

､

ズ

ム

そ
の

も
の

で

あ
る

か

ら
で

あ
る

｡

香
象

､

之
は

ネ
オ

･

ト

ミ

ズ

ム

吋
世
界

観
た
る

思
想
的
地

位
を

主

張

す
る

こ

と

が

出
来
る

が

た

め
で

あ

る
｡

改
七

､

こ

の

ラ

テ

ン

抄

文

化

的

武
者
は

新
し
き

日

本
及
び

日

本
Å
の

中
に

深
く
棍
差
す

社
食
軌
の

探

究
紅

展
開
さ

れ
る

の

で

は

あ
る

ま

ゎ

か
q

即
ち

､

l

訂

告
時

の

舟

諷
を

眞
似
て

云
へ

ば
､

｢

西

洋
の

方

法
+

を

以
つ

て

｢

西

洋
の

上
+

に
､

青
々

H

本
人
の

生
活
態
度

を
開

明

す

る

こ

と
に

よ

つ

て
､

新
日

本
原
理

の

番
長
が

軋
来
る

の

で

は

あ

る

ま
い

か
､

青
々

ほ

壷
の

生
活
に

於
い

て

も
､

叉

現
賓
の

生
捨
に

放

い

で

竜
､

大
和

民
放
の

大
本
藩

た
る

｢

い

の

ち
+

に

全

て

は

還
元

さ

れ

忽

伊
れ
ぼ

な

ら
ぬ

｡

こ

の

｢

い

の

ち
+

は

日

本
固

有
の

場
.

に

於
い

佗

茸
現
き

れ
る

｡

而
し
て

､

之

は

奥
の

三

要

素
に

分

析
せ

ら

れ

る
｡

仲
之
れ

｢

む

す
び
+

で

あ

り
､

｢

創
造
+

で

あ

ゃ
､

｢

禰
粂
+

で

あ

る
｡

大
和
民
放
の

理

念
で

あ

少
､

大
理

憩
で

あ
る

｡

世

鼻
鑑

三
-

少

な

肴

家
族

制
度
を

低
夷
の

囲
と

し
､

之
を

通
し

て

の

｢

家
門
の

警
を

考
へ

､

高
次
の

国
家
大
理

葱
紅

塩
進
し

､

而
か

も
､

之
に

依
つ

て

健
全
き

細
る

む

拘
之

れ

｢

み

い

つ
+

で

あ

る
｡

西

洋
の

権
威
の

如
き

冷
や

か

な

樺
力

で

は

な
い

｡

そ

こ

に

は
､

恩
の

自
費
性
が

あ

る
｡

而
か

も
包
容
的

に

し
て

､

自
主
的
な

る

｢

な

さ

け
+

が

あ

カ

｢

ま
つ

ヵ
と

と
+

が

あ

る
｡
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∃
利

一
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■

夢
･

i

喜
一
r

て

･し

才
′

拘
之
れ

｢

こ

と

だ

ま
+

で

あ

カ
､

｢

ま

こ

と
+

で

あ

る
｡

大
和
で

あ

る
｡

縦
に

長
幼
階
序
あ

タ
､

横
に

兄
弟
信
義
あ

旦
1

而
か

も
｢

み

い

つ
+

に

よ

る

｢

む

す
ぴ
+

へ

の

方
向
付
が

あ
る

｡

斯
く
の

如
ぐ
し
て

､

日

本
人
の

｢

い

の

ち
+

は

制
度
に

於
い

て
､

硯
人

紳
を

枢
軸
と

す
る

報
恩
の

原
理

に

依
つ

て

創
造
の

造
に

各

自
の

本
分

を

致
す

朗
に

武
士

道
的
神
道
と

し
て

展
開
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

報
恩
の

原
理
は

縦
に

展
開
し
て

忠

義
奉
公

と

な

少
､

横
に

展
絶
し

で

義
理

人

情
と

な

る
｡

故
に

､

日

本
人

の

倫
理

が

あ

旦
､

注
が

生
れ

る

の

で

あ

る
｡

又

各

自
の

本

分
を

犠
分
と

考
へ

ら

れ

る

所
に

日

本
人
の

経

済
が

展

開
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

斯
く
て

､

こ

こ

に

縦
横
十
文

字
の

日

本

制
度
社
食
観
が

承
認
せ

ら

れ

な

け
れ

ぼ

な

ら
ぬ

の

で

あ

る
｡

拘
に

､

思

想
な

く
､

哲
畢
な

き

畢
問
は

死
せ

る

も
の

で

あ

る
｡

思

惟
の

働
く
場
の

意
識
な

き

テ

て
一

ッ

ク

は

無
な
の

で

滴
る

｡

壷
て

､

人

間
の

法
に

於

け
る

倫
理

と

技
術
と
に

決
定
的
な

る

生

命
を

吹
き

込
む

も
の

は

そ
の

場
の

意

識
で

は

あ
る

ま
い

か
｡

今
や

､

過

去
の

世

界
は

死

し

新
し

き

世

界
は

生

れ
ん

と

す
る

｡

而
か

も

新
し

き

世

界
は

生
れ

出
づ

ペ

く
力
は

窺
い

｡

そ

れ

に

も
拘
ら

ず
､

思

惟
の

力
に

生
命
を

輿
へ

ん

と

す
る

者
は

新
し

き

世

界
を

求

め

る

〓
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和
十

三

年
三

月
､

流
感
と

戟
ひ

つ

ゝ

-
1
1

嘲

定
法

畢
の

展

開

曾
‥
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